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「大間ありあけ会」
伊予万歳を広めたい
さまざまな場所で魅力を発信

　１月４日に行われた「新春年賀のつどい」。そこ
で披露されたのは、縁起のよい松を表現した伊予
万歳です。
　新春の行事に花を添えた伊予万歳を披露したの
は、「大間ありあけ会」の皆さん。10人のメンバー
が、福祉施設や地区の行事など、さまざまな場所に
出向いて活動しています。昨年の11月には、中四
国郷土芸能フェスタ2015に県代表として出演しま
した。「メンバーには80歳を超えて始めた人もいま
す。踊りの奥は深いですが、比較的、手ごろにみん
なで一緒になって取り組めるし、扇を使うなど華や
かさがあるところが魅力だと思います」と伊予万歳
の魅力を話すのは、代表の伊賀上利子さんです。伊
賀上さんが海外で伊予万歳を披露したときも、「み
んな珍しがって喜んでくれた」といいます。
　大間ありあけ会の活動は、伊予万歳だけではあ
りません。まさき夏祭りで松前音頭に出場したり、
「ありあけ音頭」を考案して地区の行事で踊ったり
と、踊りを通じた交流活動を行っています。
　今後の目標は、伊予万歳で人の輪を広げること。
「もっと伊予万歳を広めて、後継者を増やしたい」
と伊賀上さんは話します。380年以上続いている伊
予万歳を後世へ―。大間ありあけ会の活動は続い
ていきます。

１　新春年賀のつどい
で披露された「松づく
し」。立派な松ができ
あがった
２　本番前。美しく見
せるため、妥協しない
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成
人
式
を
通
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
年
代
の
人
に
話
が
聞
け
ま

し
た
。

　

20
歳
、
40
歳
、
60
歳
、
80
歳
、

１
０
０
歳
。
学
業
、仕
事
、家
族
、

地
域
、健
康
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
で
話
を
聞
い
て
い
く
中

で
、
共
通
し
て
、
み
ん
な
が
言
っ

て
い
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は「
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

た
つ
」と
い
う
言
葉
。「
だ
か
ら
こ

そ
、し
っ
か
り
と
先
を
見
据
え
て

行
動
し
な
く
て
は
い
け
な
い
」と

考
え
さ
せ
ら
れ
る
取
材
に
な
り

ま
し
た
。                         （
松
田
）

　

第
九
演
奏
会
の
取
材
に
行
き

ま
し
た
。
松
前
町
で
は
、こ
れ
ま

で
に
な
い
真
新
し
い
行
事
だ
っ

た
は
ず
な
の
に
、い
つ
し
か
冬
の

恒
例
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
歩
一
歩
、
歩
ん
で
い
く
こ
と

で
、
そ
の
道
は
確
か
な
も
の
と

な
り
、
深
み
を
増
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
行
事
だ
け
で
な

く
、人
も
同
じ
で
す
。

　

ぜ
ひ
今
回
の
特
集
で
、
過
去

を
振
り
返
り
、
未
来
を
思
い
描

い
て
今
を
見
つ
め
直
し
、今
後
の

歩
み
の
進
め
方
を
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。                     （
久
保
）

広告

有料広告募集中
　　　　　　　　　　掲載場所　　裏表紙の最下段　　　
　　　　　　　　　　広告料　　　20,000 円／枠（1カ月）
　　　　　　　　　　大きさ　     　縦 40 ミリ×横 60 ミリ
　　　　　　　　　　カラー　     　フルカラー

問総務課広報情報係 ☎ 985-4132


